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自律神経系と体性神経系の神経伝達物質と受容体の種類についてのまとめ [注 :この概念図には,日1交感神経系の神経節が
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口 細胞内受容体

例 :ステロイド受容体

口 酵素関連型受容体

例 :インスリン受容体
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例 :αおよび βアドレナリン

受容体
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アセチルコリン受容体
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細胞膜を介する情報伝達機序 A リガンドはイオンチャネル内蔵型受容体の細胞外領域に結合する B リガンドはGタ ンパ

ク質と共役した7回膜貫通型受容体 (GPCRと 略す)の細胞外領域に結合する Cリ ガンドはタンパク質リン酸化酵素を活性

化する受容体の細胞外領域に結合する D脂 溶性リガンドは細胞膜を横切って拡散し,細 胞内受容体と相互作用する
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表 11_1 _機 能とそれに関与する受容体
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交感神経系 副交感神経系

受容体 作 用 受容体 作用

眼 αi

心臓

血管

(M3)* 内皮細胞 NO(血 管弛緩因子)放出

気道

消化管

| | | | | | |
| | | | | |
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赤の網かけはコリン作動性伝達,グ レイの網かけはアドレナリン作動性伝達を示す。

'副交感神経の血管支配はほとんどないので, この作用は外因性コリン作動性物質による。

llI=受容体を介する内皮細胞からのNO放 出とともに,神 経終末からのNO放 出による陰茎深動脈弛緩。
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